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総会模様

NTT中通ビルにて演技披露

総会後の懇親会

側溝もきれいに

◆
秋
田
支
部

◎
N
T
T
秋
田
グ
ル
ー
プ
竿
燈
会
模
様

5
月
2
7
日
に
は
総
会
が
あ
り
高
橋
幸
雄
支
部
長
、

木
村
達
雄
理
事
、
大
川
四
郎
理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。

秋
田
の
伝
統
行
事
竿
燈
祭
り
は
8
月
3
日
～
6
日

ま
で
の
4
日
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
N
T
T
秋
田
グ
ル
ー
プ
竿
燈
会
の
周
り
に
は

多
数
の
観
光
客
が
訪
れ
竿
燈
会
員
の
妙
技
を
堪
能
し

て
い
ま
し
た
。
事
故
も
無
く
無
事
に
「
竿
燈
祭
り
」

は
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
本
番
初
日
の
8
月
3
日
に
は
木
村
辰
雄
新
支

部
長
が
騎
馬
提
燈
役
の
一
人
に
選
ば
れ
N
T
T
秋
田

グ
ル
ー
プ
を
代
表
し
て
大
い
に
「
秋
田
竿
燈
の
素
晴

ら
し
さ
」
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

◎
定
期
総
会
開
催

6
月
2
5
日
令
和
元
年
度
第
1
9
回
定
期
総
会
を
「
イ

ヤ
タ
カ
」
　
で
開
催
。
総
会
に
は
支
部
役
員
、
代
議
員
、

浦
寛
様
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
N
T
T
労
組
秋

田
県
分
会
副
分
会
長
石
田
和
人
様
の
発
声
で
賑
や
か

に
懇
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。
宴
も
た
け
な
わ
と
な
り

大
関
副
支
部
長
（
県
南
地
区
会
長
）
　
の
中
締
め
の
音

頭
で
再
会
を
期
し
て
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

相
談
役
等
2
7
名
が
出
席

し
司
会
に
大
川
四
郎
理

事
、
議
長
に
伊
藤
輝
男

理
事
を
選
出
。
高
橋
幸

雄
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、

事
務
局
か
ら
「
平
成
3
0

年
度
会
務
報
告
」
　
「
令

和
元
年
度
事
業
計
画
　
（
案
）
、
「
平
成
3
0
年
度
収
支
決

算
報
告
」
　
「
令
和
元
年
度
収
支
予
算
（
案
）
、
「
平
成

3
0
年
度
会
計
監
査
」
　
の
報
告
提
案
が
あ
り
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年
は
役
員
の
改
選
時

期
と
な
っ
て
お
り
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
幸
雄
支
部
長
は
相
談
役
に
、
新
支
部
長
に
は
千

秋
ク
ラ
ブ
副
会
長
の
木
村
達
雄
氏
、
新
事
務
局
長
に

大
川
四
郎
氏
、
新
理
事
に
鈴
木
光
雄
氏
、
桜
田
博
氏

が
選
任
さ
れ
、
樋
渡
徳
義
理
事
、
辰
正
祥
事
務
局
長

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
は
懇
親
会
に
移
り
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様

を
お
迎
え
し
、
代
表
し
て
N
T
T
秋
田
支
店
長
、
松

◎
新
年
度
第
1
回
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦

環
境
省
が
主
唱
す
る

6
月
の
環
境
月
間
の
取

り
組
み
と
し
て
、
地
元

地
域
の
環
境
美
化
に
貢

献
す
る
た
め
、
管
内
（
県

南
、
県
北
、
中
央
2
ヶ

所
）
一
斉
の
　
「
環
境
ク



各地区電友会だより（秋田）

第1回クリーン作戦

新鮮で輝いています

釣り大会

千秋クラブ　総会

44

リ
ー
ン
作
戦
　
（
清
掃
活
動
）
」
　
に
N
T
T
の
現
役
社

員
に
混
じ
っ
て
総
勢
2
0
名
が
参
加
し
、
朝
の
新
鮮
な

空
気
を
吸
い
な
が
ら
、
清
々
し
い
気
分
で
ゴ
ミ
拾
い

に
熱
中
出
来
た
ひ
と
時
で
し
た
。

真
鯛
や
、
近
年
不
漁
と
な
っ
て
い
た
キ
ス
が
好
調
で

さ
ら
に
ア
ジ
の
数
釣
り
な
ど
、
全
員
好
釣
果
と
な
り

ま
し
た
。
大
会
と
は
言
う
も
の
の
、
参
加
者
が
少
な

く
、
魚
の
種
類
も
ま
ち
ま
ち
で
、
順
位
は
付
け
な
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

◎
第
5
回
秋
田
湾
釣
り
大
会

令
和
元
年
7
月
2
7
日
、
5
回
目
と
な
っ
た
釣
り
大

会
を
実
施
。
曇
天
な
が
ら
波
静
か
な
秋
田
湾
で
参
加

者
、
会
員
4
名
＋
2
名
計

6
名
で
行
い
ま
し
た
。

真
鯛
・
キ
ス
・
ア
ジ
を

主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
見
え

ぬ
獲
物
を
ね
ら
い
ま
し
た
。

釣
果
は
、
5
0
セ
ン
チ
超
の

◆
千
秋
ク
ラ
ブ

◎
秋
田
中
央
地
区
第
2
回
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦

8
月
1
日
に
、
3
日
か
ら
始
ま
る
秋
田
の
伝
統
行

事
「
竿
燈
ま
つ
り
」
を
前
に
地
元
地
域
の
環
境
美
化

に
貢
献
す
る
た
め
、
秋
田
駅
前
周
辺
の
「
環
境
ク
リ
ー

ン
作
戦
（
清
掃
活
動
）
」
を
実
施
し
、
N
T
T
秋
田

グ
ル
ー
プ
全
体
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
目

的
で
N
T
T
東
日
本
秋
田
支
店
の
参
加
の
呼
び
掛
け

に
応
え
川
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
朝
の
新
鮮

な
空
気
を
吸
い
な
が
ら
、
清
々
し
い
気
分
で
ゴ
ミ
拾

い
を
し
ま
し
た
。

◎
第
5
8
回
定
期
総
会
開
催

6
月
2
5
日
第
5
8
回
定
期
総
会
を
イ
ヤ
タ
カ
で
開
催

し
ま
し
た
。
植
野
の
り
子
理
事
の
司
会
、
議
長
に
鈴

木
光
雄
理
事
を
選
出
し
、
5
0
名
の
会
員
の
出
席
で
開

会
。
高
橋
幸
雄
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
事
務
局
か
ら

「
平
成
3
0
年
度
会
務
報
告
」
「
令
和
元
年
度
事
業
計
画

（
案
）
」
「
平
成
3
0
年
度
収
支
決
算
報
告
」
　
「
令
和
元
年

度
収
支
予
算
（
案
）
　
平
成
3
0
年
度
会
計
監
査
報
告
」

が
あ
り
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
は
役
員
の
改
選
時
期
と
な
っ
て
お
り
提

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
高
橋
幸
雄
会
長
は
名

誉
会
長
に
、
新
会
長
に
は
木
村
辰
雄
氏
、
副
会
長
に

は
鈴
木
光
雄
氏
、
高
井
志
津
子
氏
、
事
務
局
長
に
は

大
川
四
郎
氏
、
新
理
事
に
植
野
の
り
子
氏
、
伊
藤
輝

男
氏
、
葛
野
新
悦
氏
、
細
川
良
一
氏
が
其
々
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
同
時
に
樋
渡
徳
義
副
会
長
、
渡
辺
洋

子
副
会
長
、
辰
正
祥
事
㌫

務
局
長
、
鎌
田
仁
理
事
、

渡
辺
幸
雄
理
事
が
退
任

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
の
懇
親
会
で

は
、
木
村
辰
雄
新
会
長

の
挨
拶
の
後
1
0
名
の
来

賓
の
紹
介
を
行
い
、
代
表
し
て
N
T
T
東
日
本
秋
田

支
店
長
の
松
浦
寛
様
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
N

T
T
労
組
秋
田
県
分
会
副
分
会
長
石
田
和
人
棟
の
ご

発
声
で
乾
杯
し
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
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優雅な絵どうろう

湯沢市絵どうろうまつり

く
ぶ
り
で
の
再
会
を
喜
び
合
い
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
ま
ま
、
懇
談
が
続
き
ま
し
た
。

最
後
に
高
井
志
津
子
新
副
会
長
の
中
締
め
の
音
頭

で
散
会
し
ま
し
た
。

絵
美
人
の
措
か
れ
た
絵
ど
う
ろ
う
が
華
や
か
に
湯
沢

の
商
店
街
を
彩
る
様
は
、
参
加
者
全
員
が
あ
ま
り
の

雅
さ
、
絢
欄
さ
に
驚
嘆
し
感
動
一
杯
な
気
持
ち
の
ま

ま
散
策
し
ま
し
た
。

に
着
き
ま
し
た
。

余
韻
を
残
し
っ
つ
無
事
に
帰
路

◎
親
睦
「
旅
の
集
い
」

「
秋
田
を
観
よ
う
、
秋
田
を
知
ろ
う
」
　
の
テ
ー
マ

こ
れ
か
ら
の
千
秋
月
曜
会
も
、
い
つ
ま
で
続
け
て

い
け
る
の
か
心
配
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
べ
き
か
、
会
員
一
人
ひ
と
り
の
顔
を

思
い
な
が
ら
、
今
後
の
活
動
方
法
に
つ
い
て
会
員
と

情
報
交
換
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

活
動
状
況

①
毎
月
第
4
月
曜
日
　
午
後
1
時
半
か
ら
2
時
間

②
会
場
は
秋
田
市
民
市
場
2
階
会
議
室

③
会
費
は
年
2
回
　
（
1
回
3
千
円
）

④
会
員
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

の
も
と
恒
例
の
日
帰
り

8
月
6
日
1
8
名
が
参
加

し
、
「
湯
沢
七
夕
絵
ど

う
ろ
う
ま
つ
り
」
　
を
見

学
し
ま
し
た
。
大
小
3

0
0
も
の
多
く
の
浮
世

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

価
千
秋
月
曜
会

令
和
初
の
夏
も
、
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
ま
し
た
。

会
員
の
高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
ま
す
。
会
員
の
中
に

は
体
調
不
良
や
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
会
員
も
出

て
き
て
お
り
ま
す
。
毎
月
の
練
習
日
に
も
欠
席
す
る

会
員
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
会
員
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
で
し
ょ
う
。

榔
千
秋
囲
碁
ク
ラ
ブ

・
定
期
大
会
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千秋囲碁クラブ

NTT－OB北3県親睦ゴルフ

秋田大会

8
月
1
7
日
、
1
3
名
が
参
加
し
、
第
1
4
1
回
定
期

大
会
を
行
い
ま
し
た
。

大
会
結
果

1
位
　
川
村
　
博
　
　
2
位
　
塚
本
　
正
勝

・例会6
月
1
日
　
2
8
2
回
例
会
　
4
名

7
月
6
日
　
2
8
3
回
例
会
　
3
名

9
月
7
日
　
2
8
4
回
例
会
　
3
名

1
0
月
5
日
　
2
8
5
回
例
会
　
4
名

・
1
月
以
降
の
日
程

場
所
は
い
ず
れ
も
、
N
T
T
秋
田
支
店
（
中
通
ビ

ル
）
　
の
O
B
サ
ロ
ン
で
行
い
ま
す
。

㈱
N
T
T
・
O
B
秋
田
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

1
月
日
日
1
3
時
～

2
月
8
日
1
0
時
～

3
月
7
日
1
3
時
～

例
会

定
期
大
会

例
会

例
会
は
平
成
3
1
年
4

月
2
0
日
太
平
山
c
c
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、

年
号
が
令
和
に
変
わ
り
、

5
月
は
竹
谷
さ
ん
が
初

優
勝
、
1
0
月
は
新
た
に

入
会
し
た
安
宅
さ
ん
が

3
回
目
で
優
勝
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
毎
年
恒

例
と
な
っ
て
い
る
北
3

県
（
青
森
、
岩
手
、
秋

6
月

優
勝

7
月

優
勝

8
月

優
勝

9
月

優
勝

（
椿
台
c
c

高
橋
萬
二
郎

（
ノ
ー
ス
H
G
C

大
関
　
文
雄

（
ロ
イ
ヤ
ル
G
C

鎌
田
利
左
工
門

（
椿
台
c
c

法
吉
　
宏
正

2
1
名
参
加
）

準
優
勝
　
佐
藤
　
昭

1
8
名
参
加
）

準
優
勝
　
金
持
　
巽

1
9
名
参
加
）

準
優
勝
　
藤
田
　
敏
明

2
1
名
参
加
）

準
優
勝
　
藤
田
　
敏
明

田
）
　
の
親
睦
大
会
が
5
月
3
1
日
秋
田
椿
台
c
c
で
開

催
さ
れ
全
体
で
4
0
名
（
秋
田
1
3
名
）
　
の
参
加
で
行
わ

れ
、
岩
手
県
が
9
連
覇
達
成
し
ま
し
た
。
（
優
勝
者

黒
川
健
児
さ
ん
）

今
年
の
例
会
は
幹
事
・
会
員
の
行
い
が
い
い
の
か

天
候
に
恵
ま
れ
、
皆
さ
ん
好
ス
コ
ア
で
楽
し
い
例
会

と
な
り
ま
し
た
。

例
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。

4
月
（
太
平
山
c
c

優
勝
　
千
田
　
育
男

5
月
（
南
秋
田
c
c

優
勝
　
竹
谷
　
博
史

2
0
名
参
加
）

準
優
勝
　
高
橋
　
孝
男

2
1
名
参
加
）

準
優
勝
　
鈴
木
　
光
雄
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懇親会
久しぶりだすな～　なんとしてだ？

1
0
月
　
（
太
平
山
c
c
　
2
1
名
参
加
）

優
勝
　
安
宅
　
専
一
　
準
優
勝
　
桜
田
　
博

で
盛
り
上
が
り
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

◆
秋
田
県
北
地
区
電
友
会

◎
令
和
元
年
度
定
期
総
会
開
催

7
月
1
2
日
、
大
館
市
内
の
　
「
プ
ラ
ザ
杉
の
子
」
　
に

お
い
て
、
1
5
名
の
参
加
で
、
令
和
元
年
度
定
期
総
会

を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
こ
の
1
年
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
2
名
の
会

員
の
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て
黙
と
う
を
捧
げ
ま

した。来
賓
と
し
て
、
着
任

間
も
な
い
県
北
支
店
長

の
橋
場
寛
之
様
と
、
新

し
く
電
友
会
秋
田
支
部

長
に
な
ら
れ
た
木
村
辰

会総期定

雄
様
か
ら
ご
挨
拶
を
い
邁

た
だ
き
、
議
長
に
伊
藤
良
子
さ
ん
を
選
出
し
議
事
に

入
り
ま
し
た
。
少
人
数
な
が
ら
活
発
な
審
議
が
行
わ

れ
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
現
体
制
で
更
に
2
年

間
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
に
入
り
、
近
況
を
語
り
な

が
ら
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
も
増
し
、
次
第
に
カ
ラ
オ
ケ

に
対
し
黙
祷
を
行
い
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
総
会
の
議
長
に
龍
山
武
志
さ
ん
を
選
出
し
議

事
に
入
り
ま
し
た
。
来
賓
の
N
T
T
秋
田
支
店
県
南

営
業
支
店
長
の
佐
々
木
淳
一
様
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
業

務
と
し
て
自
治
体
や
J
A
な
ど
と
の
省
力
化
シ
ス
テ

ム
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
事
が

進
め
ら
れ
事
務
局
よ
り
提
案
さ
れ
た
仝
議
案
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
会
務
報
告
で
は
米
寿
、

喜
寿
祝
で
の
訪
問
を
大
切
に
継
続
し
て
い
く
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
懇
親
会
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
の
人

も
い
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
次
回
も
元
気
で

再
会
出
来
る
こ
と
を
誓
い
あ
っ
て
散
会
し
ま
し
た
。

◆
秋
田
県
南
地
区
電
友
会

◎
第
2
8
回
定
期
総
会
開
催

令
和
元
年
度
の
秋
田

県
南
地
区
電
友
会
定
期

総
会
を
7
月
1
7
日
横
手

市
の
　
「
シ
ャ
イ
ニ
ー
パ

レ
ス
」
　
で
開
催
し
ま
し

た
。
初
め
に
昨
年
度
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
方
々


